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水
害
は
人
生
を
狂
わ
す

昭
和
20
年
８
月
15
日
、
我
が
国
は
日
中
、
太
平
洋

戦
争
に
敗
れ
漸
く
戦
争
を
終
結
し
た
。
来
年
（
平
成

27
年
）
戦
後
70
年
を
迎
え
る
が
、
毎
年
の
よ
う
に
日

本
列
島
は
梅
雨
前
線
、
台
風
の
襲
来
で
、
水
害
に
遭

遇
し
て
き
た
。

水
害
に
よ
っ
て
人
生
は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
あ

る
。
昭
和
34
年
９
月
伊
勢
湾
台
風
で
両
親
も
兄
弟
も

亡
く
し
た
あ
る
少
年
は
叔
父
に
引
き
取
ら
れ
た
が
、

そ
の
家
庭
に
な
じ
め
ず
に
家
出
、
そ
の
後
行
方
不
明

に
な
っ
た
と
い
う
。
水
害
は
常
に
人
的
、
経
済
的
に

被
害
を
及
ぼ
し
、
人
生
を
狂
わ
す
。
戦
後
水
害
の
要

因
を
、
国
土
の
荒
廃
、
都
市
の
開
発
、
異
常
豪
雨
の

三
つ
挙
げ
な
が
ら
、
宮
澤
清
治
編
『
台
風
・
気
象
災

害
全
史
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
２
０
０
８
）
、
森
野
美
徳

監
修
・
日
経
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
編
『
水
害
の
世

紀
—
日
本
列
島
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
』（
日
経
Ｂ

Ｐ
社
２
０
０
５
）
を
も
と
に
、
水
害
を
追
っ
て
み
た
い
。
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《戦後水害の変遷を辿る》

昭
和
22
年
９
月

カ
ス
リ
ー
ン
台
風

急
峻
な
地
形
を
擁
し
水
害
の
起
こ
り
や
す
い
国
土

に
、
米
軍
の
空
襲
と
戦
争
遂
行
の
た
め
に
森
林
を
伐

採
し
た
こ
と
に
よ
る
荒
廃
し
た
日
本
列
島
に
、
大
型

台
風
（
枕
崎
台
風
、
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
、
ア
イ
オ
ン
台
風
、
デ

ラ
台
風
）
が
次
々
と
襲
っ
た
。
安
藝
皎
一

あ
き
こ
う
い
ち

著
『
水
害
の

日
本
』（
岩
波
新
書
１
９
５
２
）、
小
出
博
編
著
『
日
本
の

水
害
』（
東
洋
経
済
新
報
社
１
９
５
４
）
、
大
谷
東
平
著

『
台
風
の
話
』（
岩
波
新
書
１
９
５
５
）
で
は
、
水
害
現
象

を
分
析
す
る
。

昭
和
20
年
８
月
６
日
広
島
市
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、

そ
の
大
混
乱
の
中
に
９
月
17
日
枕
崎
台
風
が
襲
っ
た
。

西
日
本
で
は
３
７
５
６
人
の
死
者
・
行
方
不
明
者
が

出
た
。
広
島
県
土
木
部
編
・
発
行
『
昭
和
20
年
９
月

17
日
に
お
け
る
呉
市
の
水
害
に
つ
い
て
』（
１
９
５
１
）
、

広
島
の
核
と
水
害
の
悲
惨
さ
を
追
求
し
た
柳
田
邦
男

著
『
空
白
の
天
気
図
』（
文
春
文
庫
２
０
１
１
）
は
、
共

に
貴
重
な
書
で
あ
る
。

昭
和
22
年
９
月
14
日
〜
15
日
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
は
、

赤
城
山
な
ど
至
る
所
に
山
津
波
、
土
石
流
を
起
こ
し
、

利
根
川
、
荒
川
な
ど
を
破
堤
さ
せ
、
東
京
都
な
ど
が

被
災
す
る
。
関
東
以
北
に
１
９
３
０
人
の
死
者
・
不

明
者
を
出
し
、
都
内
の
復
旧
に
は
１
カ
月
を
要
し
た
。

こ
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
日
本
学
術
振
興
会
編
『
カ

ス
リ
ン
颱
風
の
研
究
』（
群
馬
県
１
９
５
０
）、
茨
城
新
聞

社
他
編
・
発
行
『
報
道
写
真
集
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
』

（
１
９
９
７
）
、
東
京
都
編
・
発
行
『
昭
和
二
十
二
年
東

京
都
水
災
誌
』（
１
９
５
１
）
、
足
立
区
役
所
編
・
発
行

『
昭
和
二
十
二
年
足
立
区
水
害
記
録
』（
１
９
４
８
）
が

あ
る
。
ま
た
、
高
崎
哲
郎
著
『
洪
水
、
天
二
漫
ツ
』

（
講
談
社
１
９
９
７
）
は
、
あ
ら
ゆ
る
資
料
を
駆
使
し
て
、

カ
ス
リ
ー
ン
台
風
の
惨
状
を
描
く
。
カ
ス
リ
ー
ン
台

風
は
風
が
弱
く
、
足
の
遅
い
雨
台
風
で
あ
っ
た
。
東

京
都
を
含
め
た
埼
玉
、
栃
木
県
の
復
興
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ

軍
政
部
・
ラ
イ
ア
ン
司
令
官
た
ち
の
協
力
的
な
指
導
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も
描
い
て
い
る
。
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
は
岩
手
県
一
関

市
に
も
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

カ
ス
リ
ー
ン
台
風
の
１
年
後
、
昭
和
23
年
９
月
に

ア
イ
オ
ン
台
風
が
来
襲
し
た
。
一
関
市
等
北
上
川
支

川
磐
井
川
が
氾
濫
し
、
関
東
、
奥
羽
に
８
３
８
人
の

死
者
・
不
明
者
を
出
し
た
。
建
設
省
関
東
地
方
建
設

局
編
・
発
行
『
ア
イ
オ
ン
台
風
洪
水
報
告
書
』（
１
９
４

８
）、
鈴
木
軍
之
進
著
・
発
行
『
一
関
市
水
害
復
興
物

語
』（
１
９
５
８
）
、
小
野
寺
光
男
著
『
日
形
水
害
誌
』

（
春
林
舎
１
９
９
４
）、
高
崎
哲
郎
著
『
枕
深
、
牛
の
如
し
』

（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
１
９
９
５
）、
同
著
『
修
羅
の
涙
は
土

に
降
る
』（
自
湧
社
１
９
９
８
）
が
あ
る
。

昭
和
22
年
10
月
災
害
救
助
法
、
23
年
７
月
消
防
法
、

24
年
６
月
水
防
法
、
26
年
６
月
森
林
法
が
そ
れ
ぞ
れ

公
布
さ
れ
る
。

昭
和
28
年
６
月

九
州
北
部
豪
雨

昭
和
28
年
６
月
梅
雨
前
線
に
よ
る
九
州
北
部
豪
雨

は
、
遠
賀
川
、
筑
後
川
、
白
川
等
を
破
堤
さ
せ
、
死

者
７
４
８
人
、
不
明
者
２
６
５
人
を
出
し
た
。
こ
れ

か
ら
戦
後
の
復
興
に
向
け
て
動
き
出
し
た
と
こ
ろ
に

水
害
が
襲
い
、
人
々
は
大
打
撃
を
受
け
た
。
こ
の
被

害
に
つ
い
て
は
、
土
木
学
会
西
部
支
部
編
・
発
行

「
昭
和
28
年
西
日
本
水
害
調
査
報
告
書
」（
１
９
５
７
）
、

日
本
国
有
鉄
道
編
・
発
行
『
西
日
本
水
害
記
録
　
昭

和
28
年
』（
１
９
５
４
）
、
福
岡
縣
編
・
発
行
『
昭
和
二

十
八
年
六
月
福
岡
縣
水
害
誌
』（
１
９
５
４
）
、
北
九
州

市
編
・
発
行
『
昭
和
28
年
北
九
州
大
水
害
写
真
集
』

（
１
９
８
４
）
、
八
幡
市
編
・
発
行
『
昭
和
二
十
八
年
八

幡
水
害
誌
』（
１
９
５
５
）
、
八
女
郡
町
村
長
会
編
・
発

行
『
昭
和
二
十
八
年
八
女
郡
水
害
誌
』（
１
９
５
４
）
、

池
田
範
六
編
『
日
田
水
害
誌
』（
日
田
時
報
社
１
９
５
５
）

が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
筑
後
川
の
水
害
を
機
に
、
建

設
省
は
上
流
に
松
原
ダ
ム
と
下
筌

し
も
う
け

ダ
ム
を
昭
和
48
年

に
完
成
さ
せ
、
水
害
の
減
災
を
図
っ
た
。
一
方
、
白

川
に
つ
い
て
は
熊
本
日
日
新
聞
社
編
・
発
行
『
熊
本

県
大
水
害
写
真
集
』（
１
９
５
３
）
、
同
編
・
発
行

『
６
・
26
白
川
水
害
50
年
』（
２
０
０
３
）、
建
設
省
熊
本

工
事
事
務
所
編
・
発
行
『
濁
流
の
中
か
ら
　
昭
和
28

年
６
月
26
日
白
川
大
水
害
体
験
記
』（
１
９
９
５
）
が
あ

る
。

昭
和
28
年
７
月

南
紀
豪
雨

昭
和
28
年
７
月
18
日
南
紀
豪
雨
で
は
、
死
者
・
不

明
者
７
３
０
人
と
な
っ
た
。
熊
野
川
、
有
田
川
、
日

高
川
な
ど
が
氾
濫
し
た
。
そ
の
被
害
状
況
に
つ
い
て

は
、
藤
田
崇
・
諏
訪
浩
編
『
昭
和
二
八
年
有
田
川
水

害
』（
古
今
書
院
２
０
０
６
）
、
和
歌
山
県
編
・
発
行

『
７
・
18
水
害
写
真
集
（
有
田
川
上
流
域
）』（
１
９
９
２
）、

和
歌
山
県
花
園
村
編
・
発
行
『
水
害
記
録
誌
　
よ
み

が
え
っ
た
郷
土
』（
１
９
８
２
）
が
あ
る
。

昭
和
29
年
９
月
北
海
道
渡
島
地
方
を
襲
っ
た
洞
爺

丸
台
風
で
は
、
死
者
１
３
６
１
人
、
不
明
者
４
０
０

人
に
も
の
ぼ
っ
た
。
こ
の
日
９
月
26
日
青
函
連
絡
船

洞
爺
丸
は
、
函
館
港
を
出
港
し
た
が
強
風
の
た
め
函

館
湾
七
重
浜
近
く
で
座
礁
、
沈
没
、
乗
客
の
９
割
の

１
１
３
９
人
が
亡
く
な
っ
た
。
上
前
淳
一
郎
著
『
洞

爺
丸
は
な
ぜ
沈
ん
だ
か
』（
文
藝
春
秋
１
９
８
０
）、
田
中

正
吾
著
『
青
函
連
絡
船
　
洞
爺
丸
転
覆
の
謎
』（
成
山
堂

書
店
１
９
９
７
）
の
２
書
は
、
洞
爺
丸
の
出
港
か
ら
沈

没
ま
で
の
記
録
を
詳
細
に
追
っ
て
い
る
。

昭
和
28
年
８
月

南
山
城
の
豪
雨

昭
和
28
年
８
月
14
日
夜
か
ら
15
日
朝
に
か
け
て
、

京
都
府
南
部
、
滋
賀
県
南
部
、
三
重
県
、
奈
良
県
で

は
雷
を
伴
う
豪
雨
と
な
っ
た
。
特
に
京
都
府
和
束
町

湯
船
で
４
０
０
a
以
上
の
大
雨
が
降
り
、
木
津
川
な

ど
が
氾
濫
し
た
（
死
者
・
不
明
者
合
わ
せ
て
４
２
９
人
）
。

こ
の
南
山
城
の
大
雨
の
報
道
で
、
朝
日
新
聞
８
月
15

日
の
夕
刊
が
「
集
中
豪
雨
、
木
津
川
上
流
」
の
見
出

し
を
つ
け
た
の
が
、「
集
中
豪
雨
」
の
表
現
の
始
ま
り

で
あ
る
。

昭
和
28
年
は
梅
雨
前
線
の
発
達
、
大
型
台
風
の
襲

来
と
も
に
大
き
く
、
洪
水
被
害
の
多
い
年
と
な
っ
た
。

な
お
、
昭
和
28
年
の
台
風
13
号
の
三
重
・
愛
知
両
県

の
高
潮
被
害
の
教
訓
か
ら
、
昭
和
31
年
５
月
に
「
海

岸
法
」
が
制
定
さ
れ
、
堤
防
、
護
岸
な
ど
の
海
岸
等

の
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

昭
和
34
年
９
月

伊
勢
湾
台
風

昭
和
34
年
９
月
26
日
〜
27
日
伊
勢
湾
台
風
は
、
東

海
地
方
に
時
間
雨
量
40
a
〜
70
a
の
豪
雨
を
も
た
ら

し
、
木
曽
川
な
ど
の
増
水
に
高
潮
も
重
な
り
、
河
口
、

海
岸
付
近
の
堤
防
が
決
壊
し
た
。
死
者
不
明
者
５
０

９
８
人
、
負
傷
者
３
万
８
９
２
１
人
、
全
壊
家
屋
４

万
８
３
８
戸
な
ど
の
戦
後
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
っ

た
。
中
京
病
院
の
医
師
三
輪
和
雄
著
『
海
吠
え
る
伊

勢
湾
台
風
が
襲
っ
た
日
』（
文
藝
春
秋
１
９
８
２
）
は
、

同
僚
の
医
師
が
遭
遇
し
た
台
風
の
恐
怖
を
次
の
よ
う

に
描
い
て
い
る
。

「
誰
も
が
生
死
の
水
際
を
さ
ま
よ
い
、
親
や
子
の
手

を
放
し
、
兄
や
妹
を
巨
大
な
ラ
ワ
ン
材
の
下
敷
に
し

た
の
だ
。
い
ま
、
こ
こ
に
い
る
自
分
だ
け
が
生
き
残

っ
て
い
た
。
人
々
は
水
に
の
ま
れ
て
い
く
肉
親
に
も
、

人
工
呼
吸
ど
こ
ろ
か
、
な
に
ひ
と
つ
し
て
や
れ
な
か

っ
た
が
、
い
ま
遠
い
目
で
眺
め
て
い
る
人
は
、
山
下

夫
婦
と
同
じ
よ
う
に
有
無
を
い
わ
さ
ず
、
肉
親
と
生

と
死
に
引
き
裂
か
れ
て
き
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
山
下

の
必
死
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
真
弓
は
次
第
に

冷
た
く
な
っ
た
」。
著
者
は
そ
の
あ
と
が
き
に
、「
避

難
命
令
を
適
切
に
出
せ
ば
」
と
憤
り
、
そ
し
て
こ
の

災
害
原
因
は
「
都
市
化
に
よ
っ
て
干
拓
地
（
低
地
）
に

工
場
が
で
き
、
人
が
住
み
つ
い
た
こ
と
に
あ
る
」
と

述
べ
て
い
る
。

高
橋
裕
著
『
国
土
の
変
貌
と
水
害
』（
岩
波
新
書
１
９

７
１
）
に
、
１
９
６
０
年
池
田
内
閣
の
「
所
得
倍
増
計
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画
」
を
契
機
と
し
て
、
高
度
経
済
成
長
期
に
入
り
、

今
ま
で
保
水
能
力
を
持
っ
て
い
た
水
田
が
宅
地
化
さ

れ
、
人
口
と
資
産
が
増
加
し
、
都
市
化
が
急
速
に
進

ん
だ
。
集
中
豪
雨
が
中
小
河
川
ま
で
氾
濫
を
起
こ
す

よ
う
に
な
り
、
都
市
水
害
を
引
き
起
こ
す
よ
う
に
な

っ
た
と
、
水
害
の
原
因
を
分
析
す
る
。
も
し
、
10
年

前
に
伊
勢
湾
台
風
の
よ
う
な
大
型
台
風
が
来
襲
し
て

も
、
被
害
は
も
っ
と
少
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
、
推
測

す
る
。
な
お
、
子
ど
も
た
ち
が
伊
勢
湾
台
風
の
体
験

を
綴
っ
た
神
吉
晴
夫
編
『
台
風
の
子
』（
光
文
社
１
９
６

０
）、
児
童
書
に
神
山
征
二
郎
著
『
伊
勢
湾
台
風
物
語
』

（
学
習
研
究
社
１
９
８
９
）
の
書
が
あ
る
。

昭
和
57
年
７
月

長
崎
豪
雨

昭
和
32
年
７
月
25
日
諫
早

い
さ
は
や

市
の
本
明
川

ほ
ん
み
ょ
う
が
わ

が
梅
雨
前

線
で
大
氾
濫
を
起
こ
し
、
７
２
２
人
の
犠
牲
者
が
出

て
い
る
。
諫
早
市
編
・
発
行
『
諫
早
水
害
誌
』（
１
９
６

３
）。昭

和
57
年
７
月
23
日
集
中
豪
雨
は
、
坂
道
の
多
い

同
じ
長
崎
県
の
都
市
長
崎
市
を
襲
う
。
23
日
19
時
〜

20
時
の
１
時
間
の
雨
量
１
８
７
a
、
19
時
〜
22
時
の

３
時
間
の
雨
量
３
１
５
a
に
も
達
し
、
そ
の
夜
の
長

崎
市
内
は
低
地
で
浸
水
が
始
ま
り
、
浜
町
一
帯
の
冠

水
、
崖
崩
れ
が
相
次
ぎ
、
中
島
川
の
氾
濫
で
一
帯
は

泥
湖
、
八
郎
川
の
氾
濫
、
奥
山
地
区
の
山
地
崩
壊
発

生
、
川
平
地
区
の
土
石
流
発
生
と
被
害
が
拡
が
っ
た
。

死
者
・
不
明
者
２
９
９
人
、
全
・
半
壊
家
屋
５
３
８

戸
等
の
被
害
が
生
じ
た
。
河
口
栄
二
著
『
濁
流
—
雨

に
消
え
た
２
９
９
人
』（
講
談
社
１
９
８
５
）
は
、
こ
の

水
害
に
か
か
わ
る
長
崎
県
、
長
崎
市
、
気
象
台
、
消

防
局
、
警
察
署
な
ど
の
当
局
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、

さ
ら
に
市
民
の
行
動
に
つ
い
て
克
明
に
捉
え
た
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

現
代
は
車
社
会
で
あ
る
。
水
害
で
突
発
的
に
ド
ラ

イ
バ
ー
が
引
き
起
こ
し
た
事
故
を
調
査
研
究
し
、
そ

の
対
処
方
法
を
著
し
た
高
橋
和
雄
・
高
橋
裕
著
『
ク

ル
マ
社
会
と
水
害
—
長
崎
豪
雨
災
害
は
訴
え
る
』（
九

州
大
学
出
版
会
１
９
８
７
）
、
高
橋
和
雄
著
『
豪
雨
と
斜

面
都
市
—
１
９
８
２
長
崎
豪
雨
災
害
』（
古
今
書
院
２
０

０
９
）
、
国
道
34
号
線
復
旧
奮
戦
を
捉
え
た
針
貝
武
紀

著
『
精
霊
船
が
駆
け
抜
け
た
！
』（
長
崎
文
献
社
２
０
０

２
）
の
書
が
あ
る
。

平
成
の
水
害

水
害
・
土
砂
災
害
が
生
じ
る
要
因
は
、
梅
雨
前
線

と
台
風
が
大
雨
を
降
ら
す
こ
と
に
あ
る
。
地
形
は
も

と
も
と
急
峻
で
あ
り
、
地
質
は
崩
れ
や
す
い
花
崗
岩

で
多
く
形
成
さ
れ
て
お
り
、
戦
前
、
森
林
の
無
秩
序

な
伐
採
、
そ
し
て
戦
後
高
度
成
長
期
を
通
じ
て
、
山

林
・
農
地
の
開
発
に
よ
る
都
市
化
で
、
土
地
の
保
水

力
が
極
め
て
脆
弱
と
な
っ
た
こ
と
が
被
害
を
大
き
く

し
て
い
る
。
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
る
か
の
よ
う
に
、

地
球
温
暖
化
の
影
響
で
あ
ろ
う
か
、
異
常
気
象
に
よ

る
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
降
る
集
中
豪
雨
が
頻
繁
に
起
こ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
１
時
間
あ
た
り
50
a
以
上
の
豪

雨
も
増
え
て
い
る
。

平
成
11
年
６
月
福
岡
市
・
広
島
市
・
呉
市
に
梅
雨

前
線
豪
雨
に
よ
る
水
害
・
土
砂
災
害
が
起
こ
っ
た
。

こ
の
と
き
博
多
駅
で
は
地
下
街
へ
の
浸
水
被
害
が
生

じ
た
。
こ
れ
ら
の
災
害
を
教
訓
と
し
て
、
平
成
12
年

５
月
に
「
土
砂
災
害
防
止
法
」
が
公
布
さ
れ
た
。

土
砂
災
害
に
つ
い
て
は
、
池
谷
浩
著
『
土
石
流
災

害
』（
岩
波
新
書
１
９
９
９
）、
西
本
晴
男
著
『「
土
石
流
」

の
は
な
し
』（
全
国
治
水
砂
防
協
会
２
０
０
８
）
、
全
国
治

水
砂
防
協
会
編
・
発
行
『
あ
の
日
、
あ
の
時
　
89
人

の
体
験
者
が
語
る
土
砂
災
害
の
記
録
』（
２
０
０
７
）
、

砂
防
広
報
セ
ン
タ
ー
編
・
発
行
『
碑
文
が
語
る
土
砂

災
害
と
の
闘
い
の
歴
史
』（
１
９
９
８
）
が
あ
る
。

今
年
（
平
成
26
）
８
月
20
日
広
島
市
安
佐
北
区
・
南

区
等
で
梅
雨
前
線
に
よ
り
大
規
模
な
土
砂
災
害
が
起

こ
り
、
74
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
被
災
地
は
広
島
市

の
北
部
、
太
田
川
の
右
岸
に
あ
た
り
、
国
道
と
可
部

線
が
走
っ
て
お
り
、
高
度
経
済
成
長
期
以
降
、
新
興

住
宅
地
と
し
て
開
発
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。
こ
こ
に

20
日
未
明
大
量
の
雨
が
降
り
、
真
砂
土

ま
さ
ど

を
形
成
す
る

裏
山
が
崩
れ
大
惨
事
と
な
っ
た
。
山
本
晴
彦
著
『
平

成
の
風
水
害
』（
農
林
統
計
出
版
２
０
１
４
）
は
、
平
成
に

お
け
る
水
害
を
分
析
す
る
。

終
わ
り
に
、
三
上
岳
彦
著
『
都
市
型
集
中
豪
雨
は

な
ぜ
起
こ
る
か
？
』（
技
術
評
論
社
２
０
０
８
）、
宮
村
忠

著
『
水
害
』（
関
東
学
院
大
学
出
版
会
２
０
１
０
）
、
土
屋

十
圀

み
つ
く
に

著
『
激
化
す
る
水
災
害
か
ら
学
ぶ
』（
鹿
島
出
版
会

２
０
１
４
）
、
牛
山
素
行
著
『
豪
雨
の
災
害
情
報
学
』

（
古
今
書
院
２
０
１
２
）、
末
次
忠
司
著
『
河
川
の
減
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
』（
山
海
堂
２
０
０
４
）、
同
著
『
こ
れ
か
ら
の

都
市
水
害
対
応
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
山
海
堂
２
０
０
７
）、

同
著
『
水
害
に
役
立
つ
減
災
術
』（
技
報
堂
２
０
１
１
）、

水
害
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
事
務
局
編
『
水
害
現
場

で
で
き
た
こ
と
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
　
被
災
地
か

ら
お
く
る
防
災
・
減
災
・
復
旧
ノ
ウ
ハ
ウ
』（
ぎ
ょ
う
せ

い
２
０
０
７
）、
辻
本
哲
郎
編
著
『
豪
雨
・
洪
水
災
害
の

減
災
に
向
け
て
』（
技
報
堂
２
０
０
６
）
の
書
を
掲
げ
る
。

戦
後
70
年
を
迎
え
る
が
、
ど
う
も
現
代
の
水
害
・

土
砂
災
害
の
要
因
は
、
山
林
の
保
水
力
の
脆
弱
さ
、

都
市
開
発
に
よ
る
平
地
か
ら
山
側
ま
で
の
農
地
と
宅

地
の
開
発
、
そ
れ
に
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
豪
雨

に
よ
る
三
つ
の
要
因
が
重
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え

て
な
ら
な
い
。

日
本
列
島
で
は
今
後
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
で
、
い
つ

で
も
、
水
害
・
土
砂
災
害
が
起
こ
る
可
能
性
が
高
く

な
っ
て
き
た
。
災
害
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
、
絶
対

に
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
災
害
に
対
処
す
る
に
は
、

ま
ず
は
森
林
の
整
備
を
行
な
い
、
都
市
計
画
を
点
検

し
、
ハ
ー
ド
の
面
か
ら
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
施
行
し
、

同
時
に
ソ
フ
ト
の
面
か
ら
も
減
災
を
図
っ
て
い
く
重

要
な
時
期
に
な
っ
て
き
て
い
る
。


